
キーワード：

Keywords:

千葉県屏風ヶ浦の上部更新統香取層基底にみられる複合シーケンス境界

Superimposed sequence boundary of the upper Pleistocene Katori

Formation observed on marine terrace, Byoubugaura coastal cliff,

central Japan
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　千葉県東部の海食崖である屏風ヶ浦は下部の鮮新統-更新統犬吠層群と上部の更新統香取層から構成され

る．香取層はこれまで明瞭な時代指標がなかったが，著者らは香取層の堆積相解析と年代調査を行い，その層

序と形成過程を明らかにしている（中里ほか，2016など）. 香取層の基底は犬吠層群との不整合面であり，侵

食面上に層厚30cm以下の貝化石片を含む亜円礫の細礫〜中礫混じりの砂礫層がみられる．侵食面直下の犬吠

層群の泥岩中にはカモメガイ，ニオガイなどによる穿孔がみられ，波食台堆積物である．この上位は，内陸陸

棚相，河口相および下部外浜相という異なる堆積相が認められる． また，テフラ調査およびOSL年代測定の結

果からは，これらはMIS 5e?, 5c, 5aの堆積物であると考えられる．したがってこの固結した犬吠層群上の不整

合面は，高周期堆積シーケンスの重複するシーケンス境界であると考えられる． 
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